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研究成果概要 
 
 今年度は、これまで進めてきた CLIO の感度向上実験と低温懸架系の開発を続けた。

とくに LSPI は LCGT を安定に動作させるためにも必要な低温ダンピング技術であり、

この完成を急ぐものである。下に示すグラフの通り、LSPI によって CLIO を運転するこ

とまでが可能となり、これを論文にまとめた。 

       

また、CLIO によって成功した低温鏡による感度向上についても論文にまとめ、出版した。 
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